
知事の政治姿勢

台
風
第
19
号
被
害
の
教
訓
か
ら

市
町
村
と
協
力
し
て
避
難
所

の
運
用
改
善
を
進
め
る
べ
き

台
風
第
19
号
が
上
陸
し
た
10

月
12
日
に
は
県
内
で
計

１
０
７
６
カ
所
の
避
難
所
が
開
設

さ
れ
た
が
そ
の
運
用
に
意
見
や
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
た
。
各
市
町
村
で

避
難
所
の
運
用
方
法
は
異
な
る
た

め
、
県
の
指
針
を
今
回
の
避
難
者

の
意
見
や
教
訓
を
生
か
し
た
も
の

に
改
定
し
、
市
町
村
間
で
あ
る
程

度
統
一
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

県
の
指
針
を
参
考
に
全
市
町

村
が
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
て
い
る
が
、
今
回
の

台
風
で
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
数
の

避
難
所
が
運
営
さ
れ
て
お
り
、
今

後
検
討
す
べ
き
事
例
が
多
く
あ
っ

た
。
こ
の
経
験
を
生
か
せ
る
よ
う

市
町
村
の
話
を
伺
い
、
市
町
村
間

で
の
統
一
性
も
検
討
し
な
が
ら
指

針
の
改
定
を
進
め
る
。

災害対策

Q 知
事
公
約
と
今
後
の

施
策
展
開
に
つ
い
て

９
月
議
会
に
お
け
る
議
論
の

結
果
、
知
事
公
約
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
の
工
程
表
が
示

さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
現
年
度
も

定
ま
ら
ず
、
具
体
的
な
施
策
の
提

示
も
な
い
な
ど
公
約
実
現
の
根
拠

と
は
な
り
得
な
か
っ
た
。
政
策
が

実
現
不
可
能
で
あ
れ
ば
、
県
民
の

税
金
を
投
じ
る
こ
と
は
決
し
て
で

き
な
い
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

工
程
表
に
は
公
約
１
２
８
項

目
す
べ
て
の
現
時
点
で
見
通

せ
る
工
程
５
年
間
分
を
記
載
し
、

５
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
※
1
）
な

ど
重
点
項
目
は
直
ち
に
取
り
組
む

も
の
、
方
向
性
を
示
す
も
の
な
ど

詳
細
な
工
程
を
示
し
た
。
公
約
実

現
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る

が
、
日
本
一
暮
ら
し
や
す
い
埼
玉

の
実
現
に
向
け
全
力
で
取
り
組
む
。

A Q
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東
京
２
０
２
０
大
会
で
子
ど

も
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
の
心
に
残
り
将
来
の
夢

や
希
望
を
形
作
る
の
で
は
な
い
か
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
記

憶
に
残
る
よ
う
な
積
極
的
な
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
ま

で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
や
今
後

に
向
け
た
検
討
状
況
を
伺
う
。

大
会
を
子
ど
も
た
ち
の
記
憶

に
残
す
た
め
、
大
会
の
意
義

や
文
化
の
多
様
性
を
学
ぶ
授
業
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
大
会
の
雰
囲

気
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
観

戦
に
要
す
る
予
算
を
今
議
会
に
提

案
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人
観

戦
客
と
直
接
交
流
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

も
検
討
し
て
い
る
。

農業

知事の県政運営方針

A

A Q

住
民
が
一
目
で
河
川
の
様
子

が
分
か
る
体
制
づ
く
り
は
重

要
で
あ
る
。
河
川
監
視
カ
メ
ラ
の

設
置
範
囲
の
拡
大
と
夜
間
監
視
能

力
の
強
化
を
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
県
の
川
の
防
災
情
報

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
※
5
）
は
、
ア

ク
セ
ス
が
集
中
し
て
も
閲
覧
障
害

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
シ
ス
テ
ム

を
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

県
は
47
カ
所
に
河
川
監
視
カ

メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
37
カ
所
設
置
予
定
で
あ

る
。
カ
メ
ラ
周
辺
住
民
へ
の
配
慮

か
ら
赤
外
線
カ
メ
ラ
を
使
用
し
て

お
り
、
夜
間
は
白
黒
画
像
だ
が
河

川
水
位
状
況
は
確
認
で
き
る
。
川

の
防
災
情
報
を
的
確
に
伝
え
る
た

め
、
ア
ク
セ
ス
集
中
に
対
応
し
た

シ
ス
テ
ム
に
強
化
す
る
。

A Q

県
は
48
市
町
村
に
災
害
救
助

法
（
※
4
）
を
適
用
し
た
が
、

法
適
用
前
に
自
費
で
応
急
修
理
し

た
場
合
も
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
法
適
用
を
発
災
時
に
遡
及
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
迅
速

に
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
住
民
へ
周
知

す
る
た
め
、
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

示
し
職
員
を
応
援
派
遣
す
る
な
ど

県
が
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

発
災
時
に
遡
及
し
て
災
害
救

助
法
を
適
用
し
た
。
被
災
者

自
ら
業
者
に
応
急
修
理
を
依
頼
し

た
場
合
、
工
事
途
中
で
支
払
い
前

な
ど
の
条
件
を
満
た
せ
ば
支
援
対

象
と
な
る
。ま
た
市
町
村
に
対
し
、

国
と
県
独
自
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を

ま
と
め
た
冊
子
を
作
成
・
提
供
す

る
と
と
も
に
、
県
職
員
を
含
む
延

べ
３
６
２
人
を
派
遣
し
た
。

A Q

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
改
訂

を
契
機
に
、
近
年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
対
応
が
非
常
に
注
目

さ
れ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
（
※
3
）
導
入
を
求
め
る
動
き

が
活
発
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
支
援
宣
言
を

す
る
自
治
体
も
あ
る
。
本
県
も
具

体
的
な
行
動
で
姿
勢
を
示
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

県
内
企
業
へ
啓
発
を
行
い
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
の
就
労
環
境
の

整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
教
育
委
員

会
と
連
携
し
子
ど
も
た
ち
へ
相
談

窓
口
の
周
知
を
図
る
。
ま
た
、
予

算
措
置
を
検
討
中
だ
が
検
討
会
議

を
設
置
し
て
実
態
調
査
を
行
い
、

必
要
な
支
援
策
を
検
討
し
実
施
す

る
。
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
に
や
さ
し
い
埼
玉
県
へ

野
菜
生
産
者
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て

A Q

本
県
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
と
都
心
に
近
い
地
理
的
条

件
を
生
か
し
た
野
菜
生
産
県
で
あ

り
、
消
費
県
で
も
あ
る
。
誇
り
が

持
て
る
強
い
農
業
を
育
て
、
ま
た

後
継
者
を
育
成
す
る
た
め
に
、
野

菜
生
産
者
に
対
す
る
よ
り
積
極
的

な
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
野
菜
の
生
産
振
興

に
取
り
組
む
の
か
。

本
県
で
は
、
生
産
拡
大
・
高

品
質
化
に
つ
な
が
る
機
械
や

施
設
の
導
入
、
拠
点
施
設
の
整
備

を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
今
年
度

か
ら
露
地
野
菜
産
地
に
お
け
る
機

械
化
を
支
援
し
て
い
る
。
今
後
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
、
超
省
力
・

高
品
質
生
産
を
進
め
る
と
と
も
に
、

新
規
就
農
者
な
ど
の
要
望
に
も
き

め
細
や
か
に
対
応
す
る
。

A Q

台
風
第
19
号
被
害
を

踏
ま
え
た
、
県
管
理
河
川
の

監
視
体
制
に
つ
い
て

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
子
ど
も
の

積
極
的
な
参
加
に
つ
い
て

特
に
知
的
障
害
特
別
支
援
学

校
は
厳
し
い
過
密
状
況
に
あ

る
。
三
つ
の
新
設
校
整
備
計
画
が

あ
っ
て
も
過
密
は
進
行
す
る
。
対

策
の
う
ち
、
高
校
内
分
校
は
早
く

対
応
で
き
る
と
考
え
る
が
、
現
在

の
過
密
状
況
と
過
密
が
さ
ら
に
進

む
事
態
を
ど
う
考
え
る
の
か
。
ま

た
検
討
内
容
と
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
伺
う
。

知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
は

都
市
部
を
中
心
に
児
童
生
徒

の
増
加
が
著
し
く
、
過
密
解
消
に

は
早
急
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
高
校
の

施
設
状
況
な
ど
を
調
査
研
究
し
て

お
り
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
高

校
内
分
校
の
さ
ら
な
る
設
置
や
、

県
有
施
設
を
活
用
し
た
新
設
校
設

置
、校
舎
増
築
な
ど
も
検
討
す
る
。

A Q 特
別
支
援
学
校
の
教
室
不
足

に
よ
る
過
密
解
消
へ
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

台
風
第
19
号
の
被
災
者
の
一

刻
も
早
い
生
活
・
生
業
再
建

の
た
め
に

子育て・教育

県
営
住
宅
に
は
ひ
と
り
親

や
外
国
人
保
護
者
の
家
庭
の

子
ど
も
が
多
く
、
食
事
や
学
習

な
ど
の
支
援
の
必
要
性
が
高
い
。

県
内
２
７
５
の
県
営
住
宅
に
約

４
９
０
０
人
の
子
ど
も
が
い
る
が

子
ど
も
食
堂
は
２
カ
所
の
み
で
あ

る
。
県
営
住
宅
で
子
ど
も
食
堂
や

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー（
※
6
）な
ど
の

支
援
を
充
実
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

子
ど
も
食
堂
の
開
設
は
厨
房

の
設
置
が
必
要
な
ど
課
題
が

あ
る
。
一
方
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ

ー
は
比
較
的
取
り
組
み
や
す
く
、

ひ
と
り
親
家
庭
に
直
接
支
援
で
き

る
な
ど
利
点
が
大
き
い
。
県
は
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
な
ど
支
援
を
し

て
い
る
が
、
県
営
住
宅
で
の
実
施

に
向
け
、
場
所
の
選
定
や
担
い
手

の
育
成
な
ど
を
進
め
る
。

県
営
住
宅
の
子
ど
も
の

貧
困
対
策
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
保
育

所
よ
り
開
所
時
間
が
短
い
こ

と
に
よ
る
「
小
１
の
壁
（
※
7
）」

や
保
育
所
を
上
回
る
数
の
待
機
児

童
な
ど
深
刻
な
問
題
が
あ
る
。
ま

た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員

は
給
与
や
勤
務
時
間
な
ど
の
面
で

人
材
確
保
が
困
難
で
あ
る
。
支
援

員
の
確
保
と
離
職
防
止
の
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

支
援
員
確
保
に
は
処
遇
改
善

が
必
要
で
あ
り
、
国
の
事
業

を
活
用
し
て
支
援
員
へ
の
賃
金
補

助
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
未
実
施

の
市
町
村
へ
は
働
き
掛
け
を
行

う
。
ま
た
、
支
援
員
の
離
職
防
止

の
た
め
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
に
加

え
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
リ
ー
ダ

ー
研
修
を
開
催
し
て
い
る
。
今
後

も
人
材
確
保
と
定
着
を
図
る
。

い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
予

断
を
許
さ
な
い
首
都
直
下
地

震
に
備
え
、
県
庁
は
市
町
村
を
支

援
・
指
導
す
る
立
場
か
ら
用
意
周

到
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
大
規

模
な
災
害
な
ど
に
よ
り
懸
念
さ
れ

る
行
政
機
能
の
麻
痺
に
備
え
て
、

現
在
の
県
庁
舎
か
ら
離
れ
た
地
域

に
行
政
機
能
を
分
散
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

県
本
庁
舎
な
ど
は
震
度
７
程

度
で
も
機
能
す
る
よ
う
耐
震

化
さ
れ
、
危
機
管
理
防
災
セ
ン
タ
ー

は
免
震
構
造
で
あ
る
。
ま
た
、
非

常
用
電
源
は
複
数
確
保
し
通
信
手

段
も
多
重
化
し
て
い
る
。
被
災
状

況
に
応
じ
行
政
機
能
は
地
域
機
関

に
移
転
さ
せ
る
が
、
受
け
入
れ
先

の
分
散
や
代
替
施
設
の
機
能
強
化

な
ど
不
断
の
見
直
し
を
進
め
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

行
政
の
分
散
な
ど
に
つ
い
て

A

A

A

Q

Q

Q

県
は
自
主
防
災
組
織
の
状
況

を
毎
年
詳
細
に
報
告
さ
せ
て

い
る
が
、
県
職
員
の
参
加
状
況
を

把
握
し
て
い
な
い
。
災
害
時
に
避

難
支
援
が
必
要
な
方
へ
の
支
援
計

画
に
実
効
性
を
持
た
せ
る
に
は
、

自
治
会
役
員
や
民
生
委
員
だ
け
で

は
難
し
い
。
県
職
員
が
地
域
の
防

災
活
動
へ
継
続
し
て
参
加
す
る
よ

う
促
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

県
職
員
が
地
域
の
防
災
活
動

へ
参
加
す
る
こ
と
は
、
実
効

性
の
あ
る
災
害
対
策
に
つ
な
が
る

だ
け
で
は
な
く
、
行
政
に
必
要
な

県
民
目
線
を
身
に
付
け
る
機
会
と

な
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
提

供
や
地
域
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
む
職
員
の
表
彰
な
ど
、
職
員
が

自
発
的
に
防
災
活
動
へ
参
加
で
き

る
よ
う
積
極
的
に
支
援
す
る
。

県
職
員
の
地
域
で
の

防
災
活
動
へ
の
参
加
推
奨

A Q

一般質問で行われ
たすべての質疑質
問・答弁の全文は、
埼玉県議会のホー
ムページでご覧い
ただけます。▼

昨
年
度
の
児
童
虐
待
通
告
受

付
件
数
は
過
去
最
多
だ
が
児

童
本
人
か
ら
の
通
告
は
極
め
て
少

な
い
。
何
が
虐
待
で
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
よ
い
か
子
ど
も
た
ち
を
教

育
す
る
必
要
が
あ
る
。
周
囲
が
気

付
く
レ
ベ
ル
ま
で
虐
待
を
進
行
さ

せ
ず
早
期
に
発
見
す
る
た
め
、
小

学
校
低
学
年
か
ら
虐
待
に
関
す
る

教
育
を
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

発
達
段
階
に
応
じ
て
虐
待
に

関
す
る
教
育
を
行
う
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
が
つ
ら
い

思
い
を
信
頼
で
き
る
大
人
に
相
談

で
き
る
力
を
養
う
た
め
、
道
徳
科

で
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
（
※
8
）
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
暴
力
行
為
な
ど

大
人
か
ら
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
を
理
解
で
き
る
よ
う
教
育
内
容

な
ど
を
工
夫
す
る
。

A Q 虐
待
に
関
す
る
教
育
の

推
進
に
つ
い
て

　12月定例会の一般質問は、12
月6日から、15人の議員が質疑・
質問を行い、活発な論議が行わ
れました。

12月 6日（金曜日）

武内政文
（自民）

杉田茂実
（県民）

井上将勝
（民主フォーラム）

12月 9日（月曜日）12月 11日（水曜日）

千葉達也
（自民）

藤井健志
（自民）

深谷顕史
（公明）

東間亜由子
（民主フォーラム）

前原かづえ
（共産党）

美田宗亮
（自民）

12月 10日（火曜日）12月 12日（木曜日）

松井　弘
（自民）

横川雅也
（自民）

中川　浩
（改革）

岡田静佳
（自民）

石川忠義
（県民）

中屋敷慎一
（自民）

本会議の様子

※ 1 5 大プロジェクト
知事が掲げる五つのプロジェク
ト。健康長寿や高齢者スポーツを
推進する「人生 100 年プロジェク
ト」、エネルギーの効率的な利活用
などを呼び水にコンパクトな街を目
指す「埼玉版スーパー・シティプロ
ジェクト」、女性の活躍や LGBTQ
などを支援し多様性のある社会を
目指す「共生社会プロジェクト」、
鉄道や幹線道路の延伸を目指す「あ
と数マイルプロジェクト」、多文化
交流や外国人受け入れ・共生など
を推進する「世界の SAITAMAプ
ロジェクト」を指す。

※ 2 ＦＥＭＡ（Federal Emergency Management Agency） 
米国連邦緊急事態管理庁。米国
国土安全保障省の中の機関で、天
災人災を問わず、米国で発生する
大規模災害への対応を専門とし、
災害に際して、連邦機関、州政府、
その他地元機関の業務を調整する
役割を担う。

※ 3 パートナーシップ制度
同性カップルなどを、結婚に準ず
る関係のカップルとして自治体が認
める制度。これにより、法的な権
利や義務が生じるものではない。

※ 4 災害救助法 
災害に対して、国が地方公共団

体や国民などの協力の下、応急的
に必要な救助を行い、被災者の保
護と社会秩序の保全を図ることを
目的とした法律。被害状況などを
踏まえ適用基準に照らし、都道府
県知事が市町村ごとの区域を定め
て災害救助法を適用する。

※ 5 川の防災情報ウェブサイト
河川水位や雨量などの県内河川
情報を提供するホームページで、
河川監視カメラの画像も公開して
いる。

※ 6 フードパントリー
食品企業や農家などから食料を
提供してもらい、生活に困窮するひ
とり親家庭などに無料で手渡すた
めの拠点。

※ 7 小１の壁
保育所と比べ放課後児童クラブ
の開所時間が短いため、子どもが
小学校に入学すると、これまで勤め
てきた仕事を辞めざるを得なくなる
状況のこと。

※ 8 ロールプレイ
現実に似せた場面を設定し、そ
れぞれが定められた役割を演じるこ
とで、設定した事柄が現実に起こっ
た際に、適切に対応できるようにす
る学習方法の一つ。

用 解語 説 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

その他の主な質疑・質問

意見書 意見書５件を可決し、国に提出しました。
（●は全会一致での可決、○は賛成多数による可決）

●不動産登記法第14条第１項に基づく登記所備付地図の早期集中的な作成
を求める意見書
●老朽化した商工会館の建替えに対する支援を求める意見書
●柔道整復師施術管理者の研修実施の改善を求める意見書
●スマート農業の推進を求める意見書
○小規模事業者等のキャッシュレス化対応への支援を求める意見書

●急性中毒に対応可能な拠点施設の整備について
●農業政策の方向性について
●在宅就労の重度障害者から働く喜びを奪うな
●埼玉県AI・IoTプラットフォームについて
●音響信号機の整備状況と誘導音について
●知ってください！！本当につらい香りの害
●乳幼児医療費助成制度における補助対象年齢の拡大について
●外部（県民・事業者）・専門家にとっても、困る約３年での県庁
　「人事異動」の改革を
●高齢者の豊富な知識や経験を生かす「人材バンク」を
●魅力ある県立高校づくりと再編整備について
●教育現場におけるＩＣＴ環境の整備について
●中川水循環センターのバイオガス発電事業について
●パーキングパーミットの導入、普及について
●外国人に向けた狭山茶のPR促進について
●ものづくり人材のさらなる育成について

オリンピック・パラリンピック

知
事
が
目
指
す
「
日
本
一
暮

ら
し
や
す
い
埼
玉
」
は
県
政

運
営
の
大
前
提
と
な
る
が
一
言
で

表
現
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
県
な

の
か
。
ま
た
、
県
政
運
営
の
経
営

理
念
は
県
民
の
信
頼
や
職
員
・
組

織
の
結
束
力
に
つ
な
が
る
が
、
い

ま
だ
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
の
県
政
運
営
に
お
け
る
知
事

の
経
営
理
念
を
伺
う
。

あ
ら
ゆ
る
人
に
居
場
所
が
あ

り
、
活
躍
で
き
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が

日
本
一
暮
ら
し
や
す
い
埼
玉
の
実

現
と
考
え
る
。
県
政
運
営
で
は
県

民
が
主
語
の
県
政
を
重
視
し
、
県

民
の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
現

場
主
義
を
貫
く
ほ
か
、
民
間
の
経

営
感
覚
を
取
り
入
れ
投
資
効
果
の

倍
増
や
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
む
。

知
事
公
約
と
今
後
の

施
策
展
開
に
つ
い
て

A Q

こ
れ
ま
で
の
災
害
対
応
は
災

害
対
策
本
部
が
中
心
で
あ
っ

た
が
、
知
事
公
約
に
あ
る
埼
玉
版

Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
が
設
置
さ
れ
た
場
合
、

指
揮
系
統
の
混
乱
が
懸
念
さ
れ

る
。
埼
玉
版
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
と
災
害
対

策
本
部
の
関
係
性
と
機
能
の
違
い

を
伺
う
。
ま
た
、
誰
が
埼
玉
版
Ｆ

Ｅ
Ｍ
Ａ
を
統
括
す
る
の
か
、
公
約

作
成
時
の
考
え
を
伺
う
。

災
害
対
策
本
部
は
全
庁
一
体

的
な
非
常
時
の
体
制
で
、
埼

玉
版
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
は
平
時
に
災
害
を

想
定
し
対
応
す
る
官
民
組
織
な
ど

と
時
系
列
の
行
動
を
決
め
、
シ
ナ

リ
オ
に
基
づ
き
繰
り
返
し
図
上
訓

練
し
災
害
対
応
力
を
高
め
る
手
法

で
あ
る
。
県
の
危
機
管
理
体
制
を

充
実
さ
せ
る
も
の
で
統
括
者
は
知

事
で
変
わ
り
は
な
い
。

A Q 災
害
対
策
本
部
と
埼
玉
版
Ｆ

Ｅ
Ｍ
Ａ
（
※
2
）
の
機
能
と

役
割
に
つ
い
て


